
青果物のＰＤＣＡシート

輸出戦略上の
対応方向

活動内容 実施主体 評価

➢ 全体 ➢ 日本青果物輸出促進協議会は、オールジャパンの取組を進
めるため、生産者団体、輸出商社等を参集して販売促進、海
外での展示会等に関する情報交換会を、品目横断及び品目
別に実施する。

➢ 日本青果物輸出促進協議会は、輸出促進に関して会員が関
心を持っている事項について、専門家を招いてセミナー等を
開催する。

➢ 日本青果物輸出促進協議会は、生産者団体、輸出商社等が
実施する販売促進事業、海外展示会等について情報提供等
を通じて支援する。

➢ 日本青果物輸出促進協議会は、日本産果実の信頼向上のた
め日本産果実マークの普及を図る。

➢ ジェトロは、輸出に関心のある事業者等向けセミナーを実施。
また、海外見本市、国内外商談会、海外マーケティング拠点
事業等を実施するとともにに、これらの事業への出品者に対
するフォローアップを実施。

➢ ジェトロは、商品に関するバイヤーのニーズ等を把握し、定期
的に関係者に伝達する。

➢ 農林水産省は、同省が作成する品目横断した輸出取組事例
に青果物輸出の成功事例を取り上げる。

➢ 農林水産省

➢
【りんご】
台湾、香港にあっては、富裕
層に加え、人口の多い中間
層もターゲットとし、ブランド
維持を図りながらマーケティ
ングを強化。

➢ 日本青果物輸出促進協議会は、りんごの生産者団体、輸出
商社等の参集の下、輸出拡大方針の進捗状況について情報
交換を行う。

➢ 東南アジアの国々について
「おいしさ」「安全」をアピー
ルした販促活動による、新
たな流通チャネルを開拓。

➢ 日本青果物輸出促進協議会は、協力が可能なグループ作り
のためのマッチング活動を行う。

➢ 日本青果物輸出促進協議会の会員は、台湾の植物防除検査
官を招聘すると共に、台湾、香港、シンガポールにおいて販売
促進活動を行う。

➢ 日本青果物輸
出促進協議会

富裕層に加
え、人口の多
い中間層も
ターゲットとし、
マーケティング
等の強化によ
り売れる品目
を発掘しつつ
市場を開拓

➢

日本青果物輸
出促進協議会

➢

日本青果物輸
出促進協議会

➢

ジェトロ

輸出拡大方針（Plan） 実績（Do） 分析（Check） 対応方向
（Act）輸出拡大方針
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➢
【かんきつ】
輸出実績の少ない中晩柑を
組み合わせて輸出期間を長
期化。

➢ 日本青果物輸出促進協議会は、かんきつの生産者団体、輸
出商社等の参集の下、輸出拡大方針の進捗状況について情
報交換を行う。

➢ 日本青果物輸出促進協議会は、協力が可能なグループ作り
のためのマッチング活動を行う。

➢ 日本産みかんをバイヤーや
消費者に知ってもらう取組を
強化。

➢ 日本青果物輸出促進協議会の会員は、香港・台湾・シンガ
ポールにおいて複数産地、複数品目を組み合わせた販売促
進活動を行う。

➢ 日本青果物輸
出促進協議会

➢
➢ 日本青果物輸出促進協議会は、かきの生産者団体、輸出商

社等の参集の下、輸出拡大方針の進捗状況について情報交
換を行う。

➢ ➢ 日本青果物輸出促進協議会の会員は、香港において販売促
進活動を行う。

➢
【なし】
百貨店での販売促進等によ
り、購入実績のある富裕層
のニーズに的確に対応。

➢ 日本青果物輸出促進協議会は、なしの生産者団体、輸出商
社等の参集の下、輸出拡大方針の進捗状況について情報交
換を行う。

➢ ➢ 日本青果物輸出促進協議会は、協力が可能なグループ作り
のためのマッチング活動を行う。

➢ 日本青果物輸出促進協議会の会員は、台湾・香港において
販売促進活動を実施する。

➢ 日本青果物輸
出促進協議会

➢
【ながいも】
日常的に消費される健康に
資する食材として広く消費者
にアピールすることにより、
消費を拡大。

➢ 日本青果物輸出促進協議会は、ながいもの生産者団体、輸
出商社等の参集の下、輸出拡大方針の進捗状況について情
報交換を行う。

➢ 高品質をアピールし、薬膳
料理の食材のみならず日本
料理の食材として売り込む
等、新規市場の開拓。

➢ 日本青果物輸出促進協議会は、協力が可能なグループ作り
のためのマッチング活動を行う。

➢ ＨＡＣＣＰなど安全性をア
ピールできる流通体制の確
立。

➢ 日本青果物輸出促進協議会の会員は、ハワイにおいて販売
促進活動を開催。また、ＥＵ市場についても検討を行う。

➢ 日本青果物輸
出促進協議会

富裕層に加
え、人口の多
い中間層も
ターゲットとし、
マーケティング
等の強化によ
り売れる品目
を発掘しつつ
市場を開拓
【再掲】

日本青果物輸
出促進協議会

➢

【かき】
産地の連携による効率的・
効果的な販促活動の実施。

国内需給バランスが崩れる
9月中旬～10月上旬の期間
をターゲットとした輸出の実
施。

輸出期間の長期化や消費
者の求める小玉果等の投入
により需要を拡大。

日本青果物輸
出促進協議会

➢

日本青果物輸
出促進協議会

➢

➢ 日本青果物輸
出促進協議会
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➢
【多品目周年供給体制】
複数の産地を取りまとめる
体制構築を通じ、多品目・多
品種を組み合わせたリレー
出荷等による周年供給体制
の構築を図る。

➢ 平成27年5月28日青果物輸出の全国団体、日本青果物輸出
促進協議会を設立した。

➢ 日本青果物輸
出促進協議会

➢ 団体が設立され、オールジャパ
ン体制の基礎が確立された。
今後の多品目周年供給体制を
確実に実施していくため、会員
数を増やしていく必要がある。

➢
【輸出体制の整備】
海外マーケット調査や宣伝
活動等を一元的に取り組む
輸出団体設立に向け検討

➢ 日本青果物輸出促進協議会は、多品目周年供給体制を進め
るため、生産者団体、輸出商社、ジェトロ等を参集して情報交
換を行うと共に、協力が可能なグループ作りのためのマッチン
グ活動を行う。

➢ 日本青果物輸
出促進協議会

➢ 日本青果物輸出促進協議会、ジェトロ及び農林水産省は、多
品目産地間連携について生産者団体、輸出商社等からの相
談に積極的に対応する。

➢

➢
➢

日本青果物輸
出促進協議会
ジェトロ
農林水産省

➢ 事務局は、目指すべき「多品目周年供給体制」の具体的な事
例について海外の事例を調査する（香港の百貨店等が行って
いる年間を通じた棚貸し制度の状況等）。

➢ 事務局

➢ ジェトロは、平成27年度事業（新興市場等におけるマーケティ
ング拠点の設置）の実施状況を適宜紹介する。

➢ ジェトロ

日本産青果物
が海外の店舗
に常時並ぶ
「多品目周年
供給体制」を
構築
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➢
➢ 日本青果物輸出促進協議会は農林水産省、農薬工業会、

ジェトロ等と協力して、台湾・香港の残留農薬基準の追加設
定について、設定後の影響を現地から情報収集するととも
に、関係者を集めた情報交換会を実施して優先順位付けを行
う。その結果について年度内に台湾・香港当局に申し入れを
行う。

➢

➢
➢

日本青果物輸
出促進協議会
ジェトロ
農林水産省

➢ 事務局は、ＥＵ・米国における青果物の残留農薬基準等の設
定・申請に関する情報収集に関する調査を実施する。（ＥＵに
ついては、茶の既存の調査結果が活用できるか要検討）

➢ 事務局

➢
【植物検疫】
ベトナム向けりんごの植物
検疫措置について協議を実
施。

➢ 農林水産省は日本青果物輸出促進協議会、ジェトロの協力を
得て、植物検疫に関し今後マーケットとして有望であり、解禁
可能性がある国を検討する。また、既に輸出可能な国につい
ては、輸出実績がない品目について、輸出が進まない理由に
ついて整理を行った上で、検疫条件が厳しいため現実性がな
い国については条件緩和の交渉について検討する。

➢

➢
➢

日本青果物輸
出促進協議会
ジェトロ
農林水産省

➢
【その他】
インドネシア向け「りんご」の
生産国認定について、先方
政府に適宜審査の進捗状況
を照会するとともに、 速やか
な認定を督促。

➢ 農林水産省は日本青果物輸出促進協議会、ジェトロと協力し
て、インドネシアの食品安全制度強化に対し、インドネシアへ
青果物輸出を実施、又は検討している生産者団体、輸出商社
等に対して情報を提供すると共に、生産国認定の取得、及び
試験機関の登録等制度に対応した体制作りを行う。

➢ ➢ その他、他国の検討状況も踏まえつつ、輸出環境の整備のた
めに対応。

検疫の制限等
に対する戦略
的働きかけ

インドネシアが実施する輸
入ライセンス制度について、
米国等の関係国と連携しつ
つ、インドネシア政府に 適
切に対応。

【残留農薬基準】
台湾・香港の残留農薬基準
の追加設定について、現場
の意見や市場のニーズを踏
まえ、優先度の高いも のか
らインポートトレランスの申
請を行う。

➢

➢
➢

日本青果物輸
出促進協議会
ジェトロ
農林水産省
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➢
➢ 農林水産省は、3月のＷＴＯ/SPS委員会をはじめ国際会議や

バイ会談等において、働きかけを継続的に実施。特に台湾に
対し、4月以降、働きかけを強化。

➢ 農林水産省

➢ ジェトロは、3月に台湾・香港から食品業界、メディア関係者36
名を招へいし、規制対象県等において青果物を含む農林水
産物・食品の安全・安心をアピール。

➢ ジェトロ ➢ アンケートによる評価も高く（食
品安全確保の取組に対する招
へい対象者のｱﾝｹｰﾄで上位評
価者の割合は台湾100%、香港
94%）、現地メディアによる情報
発信も多かった（台湾145件、
香港49件（5/13時点））。引き続
き、現地メディアによる情報発
信の状況の把握などフォロー
アップを行う必要がある。

➢
➢ 台湾の輸入規制の撤廃・緩和を求め、累次協議を実施。5月

15日に施行した規制強化につき関係事業者に対し情報を提
供。

➢ 農林水産省

➢ ジェトロは、輸出相談窓口やメールマガジン等を通じて事業者
に情報を提供。

➢ ジェトロ

➢
【その他の国・地域】
台湾、香港以外の国・地域
については、科学的根拠に
基づき規制措置の見直しを
要請。

➢ 農林水産省は、3月のＷＴＯ/SPS委員会をはじめ国際会議や
バイ会談等において、規制見直しの働きかけを継続的に実
施。

➢ 農林水産省 ➢ 2月にブルネイの規制が緩和さ
れ、5月にタイの規制措置が撤
廃されたが、規制が残っている
国が存在。引き続き、働きかけ
を続ける必要がある。

➢ 1-MCPによる鮮度保持技術
についての研究・開発を実
施。

➢ 日本青果物輸出促進協議会は農林水産省等と協力して、鮮
度保持・長期保存技術の開発等に関して、専門家を招いてセ
ミナーを開催。

➢ サクランボ損傷ゼロパッケー
ジの生産者への普及と利用
法の指導や新たな市場開拓
を実施。

➢ 日本青果物輸出促進協議会は、鮮度保持・長期保存技術に
関する課題を会員等から募ると共に、平成28年度の試験実施
に向けた具体的な対策を取りまとめる。

➢ カピリン製剤及びMA包装資
材については、より生産現
場で使いやすい資材として
改良。

➢

➢
➢

日本青果物輸
出促進協議会
ジェトロ
農林水産省

鮮度保持・長
期保存技術の
開発

原発事故によ
る輸入停止措
置の解除

【台湾・香港】
台湾、香港について重点的
に規制解除の働きかけを実
施。

【台湾・香港】
台湾が進める規制強化の動
きに対して情報収集に努め
るとともに、青果物の輸出に
支障がないよう適切に対
応。


